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題
名 

SH7280 グループハードウェアマニュアル誤記訂正 情報分類 技術情報 

対象ロット等 
適
用
製
品 

・ SH7280 グループ 
 全ロット 

 

関連資料 

・SH7280 グループハードウェア 
マニュアル (RJJ09B0366-0200(H)) 

 
 

上記適用製品のハードウェアマニュアルにおいて、誤記がございましたので、訂正のご連絡を致します。 

詳細は、以下をご参照ください。 

 

｢７章 ユーザブレークコントローラ(UBC)｣ P7-26に説明追加します。 

【変更後】 

7.5 割り込み要因 

7.5.1 割り込み要因 

UBC の割り込み要因にはユーザブレーク割り込みがあります。 

表 7.4に割り込み要因を示します。 

ブレークコントロールレジスタ(BRCR)のコンペアマッチフラグ SCMFD3～0、SCMFC3～0ビットのいずれかに 1 がセット 

されたとき、ユーザブレーク割り込みが発生します。 

割り込みフラグビットを 0にクリアすることで割り込み要求は解除されます。 
 

表 7.4 割り込み要因 

名称 割り込み要因 割り込み許可ビット 割り込みフラグ 割り込みレベル 

ユーザ 

ブレーク 

ユーザブレーク 

割り込み 

- SCMFD3, SCMFD2, SCMFD1, SCMFD0, 

SCMFC3, SCMFC2, SCMFC1, SCMFC0 

15 固定 

 

 

 

｢８章 データトランスファコントローラ(DTC)｣ P8-29,30、「8.5.9 DTC のバス権解放タイミング」の表8.1 の注記を以下に変

更追加します。 

【変更後】 

 設定２では以下の制限があります。 

周波数制限レジスタ(FRQCR)によるクロック設定は、IΦ:BΦ:PΦ:MΦ:ＡΦ=8:4:4:4:4、8:4:4:8:4にしてください。 

 設定３では以下の制限があります。 

BSCEHR の DTPR ビットは 0で使用してください。1は設定禁止です。   
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｢８章 データトランスファコントローラ(DTC)｣ P8-31、「8.5.10 DTC の起動優先順位」に以下の注記を追加します。 

【変更後】 

 次の起動要因が来る前に DTCリクエストが発生した場合は、最初に要求のあった要因から転送を開始しますが、DTC リクエス

トが発生する前に優先度の高い起動要因が来た場合は、優先度の高い要因から転送を開始します。なお、DTCリクエストは内部

バスの動作状態により発生タイミングが変化します。 

 

 

｢９章 バスステートコントローラ(BSC)｣ P9-42、「9.4.8  バス機能拡張レジスタ(BSCEHR)」の説明を以下のように修正します。 

【変更前】 

DTBST 説明 

 １．周波数制御レジスタ(FRQCR)によるクロック設定は、IΦ:BΦ:PΦ:MΦ:ＡΦ=8:4:4:4:4 、4:2:2:2:2 、2:1:1:1:1にして

ください。 

DTPR 説明 

 ただし、DTC 起動中に複数の DTC起動要求が発生した場合には DTC起動優先順位に従って次の転送が行われます。 

【注】本ビットを１に設定する場合は、以下の制限があります。 

１．ベクタ情報は、内蔵 ROMまたは内蔵 RAMに配置してください。 

２．転送情報は ROMに配置してください。 

３．転送情報リードスキップ機能は常に無効となります。 

 

【変更後】 

DTBST 説明 

１．周波数制御レジスタ(FRQCR)によるクロック設定は、IΦ:BΦ:PΦ:MΦ:ＡfΦ=8:4:4:4:4、8:4:4:8:4 にしてください。 

DTPR 説明 

 詳細は「8.5.10 DTC 起動の優先順位」を参照下さい。 

【注】本ビットを１に設定する場合は、以下の制限があります。 

１．ベクタ情報は、内蔵 ROMまたは内蔵 RAMに配置してください。 

２．転送情報は RＡMに配置してください。 

３．転送情報リードスキップ機能は常に無効となります。 

４．DTLOCK=0 にて使用してください。DTLOCK=1 は設定禁止です。 

 

 

｢９章 バスステートコントローラ(BSC)｣ P9-88、「9.5.7  バースト ROM(クロック非同期)インターフェース」の表 9.17 に注

記を追加します。 

【変更後】 

アクセスバイトサイズ16バイトの転送はDMACのみ使用可能です。DTC, CPU によるアクセスサイズは最大32ビットとなります。 

 

 

 

｢９章 バスステートコントローラ(BSC)｣ P9-93、「9.5.9  バースト ROM(クロック同期)インターフェース」の説明を以下のよ

うに修正します。 

【変更前】 



RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-SH7-A744A/J 発行日：2009 年 10 月02 日  
 

Page 3 of 8 

このような空読み出しサイクルは、メモリアクセスタイムの増加をもたらし、プログラム実行速度の低下および DMA転送速度の

低下を招くので、キャッシュ有効区間でのキャッシュフルによる 16バイト転送や、DMA による 16バイトリードを有効に活用す

ることが重要です。 

 

【変更後】 

このような空読み出しサイクルは、メモリアクセスタイムの増加をもたらし、プログラム実行速度の低下および DMA転送速度の

低下を招くので、DMAによる 16バイトリードを有効に活用することが重要です。 

 

 

｢９章 バスステートコントローラ(BSC)｣ P9-104に説明追加します。 

【変更後】 

9.6 割り込み要因 

9.6.1 割り込み要因 

BSC の割り込み要因にはコンペアマッチ割り込み(CMI)があります。 

表 9.23に割り込み要因を示します。割り込み要因は、リフレッシュタイマコントロール/ステータスレジスタ(RTCSR)の 

コンペアマッチインタラプトイネーブルビット(CMIE)で、許可または禁止ができます。 

RTCSR のコンペアマッチフラグ(CMF)に 1 がセットされ、かつコンペアマッチインタラプトイネーブルビット(CMIE)に 1が 

セットされているとき、コンペアマッチ割り込み(CMI)が発生します。 

割り込みフラグビットを 0にクリアすることで割り込み要求は解除されます。 
 

表 9.23 割り込み要因 

名称 割り込み要因 割り込み許可ビット 割り込みフラグ 

CMI コンペアマッチ割り込み CMIE CMF 

 

 

 

｢10 章 ダイレクトメモリーアクセスコントローラ(DMAC)｣ P10-42に説明追加します。 

【変更後】 

10.5 割り込み要因 

10.5.1 割り込み要因と優先順位 

DMAC の割り込み要因は各チャネル毎にデータ転送終了割り込み(DEI)とデータ転送 1/2 終了割り込み(HEI)の 

2 種類があります。 

表 10.11 に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR）の IE ビットおよび HIE

ビットで、許可または禁止ができます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

DMA チャネルコントロールレジスタ（CHCR）のトランスファエンドフラグに 1がセットされ、かつトランスファエンド 

インタラプトイネーブルビット(IE)に 1がセットされているとき、データ転送終了割り込み(DEI)が発生します。 

DMA チャネルコントロールレジスタ（CHCR）のハーフエンドフラグに 1 がセットされ、かつハーフエンドインタラプト 

イネーブルビット(HIE)に 1がセットされているとき、データ転送 1/2 終了割り込み(HEI)が発生します。 

割り込みフラグビットを 0にクリアすることで割り込み要求は解除されます。 

チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。チャネル内の優先順位は固定です。詳細は「第６章 割り込みコント

ローラ（INTC）」を参照してください。 
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表 10.11 割り込み要因 

チャネル 割り込み要因 割り込み許可 

ビット 

割り込みフラグ 

ビット 

優先順位 

データ転送終了割り込み(TEI_0) IE TE 0 

データ転送 1/2終了割り込み(HEI_0) HIE HE 

データ転送終了割り込み(TEI_1) IE TE 1 

データ転送 1/2終了割り込み(HEI_1) HIE HE 

データ転送終了割り込み(TEI_2) IE TE 2 

データ転送 1/2終了割り込み(HEI_2) HIE HE 

データ転送終了割り込み(TEI_3) IE TE 3 

データ転送 1/2終了割り込み(HEI_3) HIE HE 

データ転送終了割り込み(TEI_4) IE TE 4 

データ転送 1/2終了割り込み(HEI_4) HIE HE 

データ転送終了割り込み(TEI_5) IE TE 5 

データ転送 1/2終了割り込み(HEI_5) HIE HE 

データ転送終了割り込み(TEI_6) IE TE 6 

データ転送 1/2終了割り込み(HEI_6) HIE HE 

データ転送終了割り込み(TEI_7) IE TE 7 

データ転送 1/2終了割り込み(HEI_7) HIE HE 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 

 

 

 

 

｢１４章 コンペアマッチタイマ(CMT)｣ P14-6「14.4.1割り込み要因と DTC/DMA 転送要求」に説明追加します。 

【変更後】 

 

表 14.2 割り込み要因 

チャネル 割り込み要因 割り込み許可ビット 割り込みフラグビット DMAC/DTCの起動 優先順位 

0 CMI0 CMIE CMF 可 

1 CMI1 CMIE CMF 可 

高 

低 

 

 

｢１５章 ウォッチドッグタイマ(WDT)｣ P15-12 に説明追加します。 

【変更後】 

15.5 割り込み要因 

15.5.1 割り込み要因 

WDT の割り込み要因にはインターバルタイマ割り込み(ITI)があります。 

表 15.3に割り込み要因を示します。割り込み要因は、ウオッチドックタイマコントロールステータスレジスタ(WTCSR)の 

インターバルタイマオーバフローフラグビット(IOVF)に 1がセットされているとき、インターバルタイマ割り込み(ITI)が発生します。 

割り込みフラグビットを 0にクリアすることで割り込み要求は解除されます。 
 

表 15.3 割り込み要因 

名称 割り込み要因 割り込み許可ビット 割り込みフラグビット 

ITI インターバルタイマ割り込み - インターバルタイマオーバフローフラグ(IOVF) 
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｢１６章 シリアルコミュニケーションインターフェース(SCI)｣ P16-12,13,14,15 「16.3.7 シリアルステータスレジスタ

(SCSSR)」の各ビットの説明の一部を以下に修正します。 

 

【変更前】 

 パワーオンリセット、スタンバイモード時 

 

【変更後】 

 パワーオンリセット、モジュールスタンバイモード時 

 

 

｢１６章 シリアルコミュニケーションインターフェース(SCI)｣ P16-41 図 16.12 シリアルデータ受信フローチャートの例

(1)のフローチャートの説明を以下に修正します。 

 

【変更前】 

 SCSCR の CKE1, CKE0 ビットを設定(TE,RE ビットは 0) 

 

【変更後】 

 SCRDR の受信データを読み出し SCSSR の RDRFフラグを 0にクリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-SH7-A744A/J 発行日：2009 年 10 月02 日  
 

Page 6 of 8 

｢２０章 A/D 変換機(ADC)｣ P20-3 図 20.1 A/D変換機のブロック図の一部を変更します。 

【変更前】 

 

【変更後】 
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｢２０章 A/D 変換機(ADC)｣ P20-29 「20.75 ノイズ対策上の注意」 の説明の一部を変更します。 

 

【変更前】 

また、AVREF に接続するためのバイパスコンデンサおよび ANn に接続するフィルタのコンデンサは AVssに接続してください。 

 

【変更後】 

また、AVREF に接続するためのバイパスコンデンサおよび ANn に接続するフィルタのコンデンサは AVREFVSS に接続してくださ

い。 

図 20.10に示す 0.1μFのコンデンサは、できる限り端子の近くに配置してください。 

 

 

｢２２章 コントローラエリアネットワーク(RCAN-ET)｣ P22-23 「21.4.3ビットコンフィギュレーションレジスタ０，１(BCR0, 

BCR1)」の(2) BCR0 の説明の一部を修正します。 

 

【変更前】 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7 ～ 0 BPR[7:0] 0000000 R/W ボーレートプリスケール 
これらのビットは、１タイムクォンタに対する周辺バスクロック数を
設定します。 
0000000 : 2×周辺バスクロック 
0000001 : 4×周辺バスクロック 
0000010 : 6×周辺バスクロック 

:     : 2×(レジスタ値+1)×周辺バスクロック 
1111111 : 512×周辺バスクロック 

 

【変更後】 

ビット ビット名 初期値 R/W 説明 

7 ～ 0 BPR[7:0] 00000000 R/W ボーレートプリスケール 
これらのビットは、１タイムクォンタに対する周辺バスクロック数を
設定します。 
00000000 : 2×周辺バスクロック 
00000001 : 4×周辺バスクロック 
00000010 : 6×周辺バスクロック 

:     : 2×(レジスタ値+1)×周辺バスクロック 
01111111 : 512×周辺バスクロック 

 

 

 

｢２２章 コントローラエリアネットワーク(RCAN-ET)｣ P22-59 「21.11.2 リセット」の説明の一部を修正します。 

 

【変更前】 

・ ハードウェアリセット 

 パワーオンリセット、モジュールスタンバイ、ソフトウェアスタンバイでは RCAN-ETは初期化されます。 

【変更後】 

・ ハードウェアリセット 

 パワーオンリセット、モジュールスタンバイではRCAN-ETは初期化されます。 
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｢２４章 I/O ポート｣ P24-8 「24.1.3 ポート Aポートレジスタ H,L(PAPRH, PAPRL)」の説明の一部を修正します。 

 

【変更前】 

PAPRH および PAPRL は、読み出しのみ可能な 16ビットのレジスタで、PFCの設定にかかわらず常に端子の状態を読み出すこと

ができます。 

【変更後】 

PAPRH および PAPRL は、読み出しのみ可能な 16ビットのレジスタで、端子の状態を読み出すことができます。ただし、PA8 を

SCIF 機能に設定し、SCSCR レジスタの TE=0 かつ SCSPTR レジスタの SPBIO=0 の場合は、該当する端子の状態を読み出すことはで

きません。 

 

 

｢２４章 I/O ポート｣ P24-31 「24.4.3 ポート Dポートレジスタ H,L(PDPRH, PDPRL)」の説明の一部を修正します。 

 

【変更前】 

PDPRH および PDPRL は、読み出しのみ可能な 16ビットのレジスタで、PFCの設定にかかわらず常に端子の状態を読み出すこと

ができます。 

【変更後】 

PDPRH および PDPRL は、読み出しのみ可能な 16 ビットのレジスタで、端子の状態を読み出すことができます。ただし、PD18 を

SCIF 機能に設定し、SCSCR レジスタの TE=0 かつ SCSPTR レジスタの SPBIO=0 の場合は、該当する端子の状態を読み出すことはで

きません。 

 

 

｢３１章 電気的特性｣ P31-1 「31.1 絶対最大定格」の説明の一部を修正します。 

 

【変更前】 

項目 記号 定格値 単位 

電源電圧 DrVcc -0.2 ～ +4.3 V 

 

【変更後】 

項目 記号 定格値 単位 

電源電圧 DrVcc -0.2 ～ +7.0 V 

 

 

｢３１章 電気的特性｣ P31-41 「31.3.6 MTU2,MTU2Sモジュールタイミング」の注記の一部を修正します。 

 

【変更前】 

【注】tpcyc は周辺クロック(PΦ)の周期を示します。 

【変更後】 

【注】tpcyc は周辺クロック(PΦ)の周期を示します。MTU2Sの場合は、MTU2S クロック(MΦ)になります。 

 

 


